
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インサートとしてインサート成形に用いられるインサート用ブスバー保持部品であって
、内部にブスバーを保持し、該ブスバーの端部に屈曲して形成されるタブ端子を外部に突
出させる挿入孔を有すインサート用ブスバー保持部品において、
　該インサート用ブスバー保持部品に、前記ブスバーの屈曲部から離れた位置を係止する
係止部材と、前記ブスバーの屈曲部の内側から前記ブスバーの屈曲部近傍に当接する突出
量規制部とを設けることにより、
　前記ブスバーが、前記係止部材を支点として前記タブ端子の没入方向に弾性撓み変形可
能で

ることを特徴とするインサート用ブスバー保持部品構造。
【請求項２】
　

ことを特徴とする請求項１に記載のインサート用ブスバー保持部品構造。
【請求項３】
　前記インサート用ブスバー保持部品の内壁面に、前記ブスバーが挿入される挿入溝が設
けられ、前記係止部材は、前記挿入溝に挿入されたブスバーを係止する係止爪であること
を特徴とする請求項１ 記載のインサート用ブスバー保持部品構造。
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、インサート時に該タブ端子が金型により押されて、該タブ端子が突出長さの正規位
置量より多い量だけ前記挿入孔に没入し、かつ、該ブスバーの屈曲部と前記突出量規制部
とが離間可能な構造であ

前記インサート用ブスバー保持部品に形状の異なる２種類の前記ブスバーが保持され、
インサート時にそれらの前記タブ端子の突出長さが共に正規位置に統一されるよう位置修
正される

または請求項２に



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、 ブスバーを内部に保持し、
ブスバーのタブ端子が突出する挿入孔を有するインサート用ブスバー保持部品に関する。
【０００２】
【従来の技術】
外部の相手端子に嵌合するタブ端子を有するブスバーを内部に保持するブスバー保持部品
には、タブ端子が外部に突出する挿入孔が設けられる。
そして、相手端子を有するハウジング等をこのブスバー保持部品に組合せると、外部に突
出しているタブ端子が相手端子に嵌合する。
両部品を組み合わせるときに、タブ端子と相手端子との間に相対的な位置誤差があれば、
嵌合不足を生じたり、端子を損傷する無理な嵌合が生じる。
【０００３】
タブ端子の突出量は、タブ端子を含めたブスバーの製作寸法誤差や、ブスバー保持部品に
対する取り付け位置の寸法誤差や、取り付け部分のがたつき等の集積によって、ばらつき
が生じる。
取り付け部分のがたつきを減少させる従来技術には、例えば、実開昭６３－１２０３７０
号公報に記載の技術がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記の公報に記載された技術は、ブスバー保持部品の挿入孔から突出するタブ端子に、突
出，没入方向の移動を拘束するストッパ設け、挿入孔に圧接する補強部を設けるものであ
る。
然し、タブ端子の圧入の度合い，タブ端子の傾き，タブ端子の長さ方向の寸法誤差などが
総合されて、タブ端子の突出量は正確な寸法に揃えられないので、相手端子との嵌合長さ
に過不足が生じる問題が残されている。
本発明はかかる課題を解決することを目的とし、タブ端子と相手端子との間に生じる相対
的な位置誤差を吸収することができるブスバー保持部品構造を提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明のブスバー保持部品構造は、インサートとしてイン
サート成形に用いられるインサート用ブスバー保持部品であって、内部にブスバーを保持
し、該ブスバーの端部に屈曲して形成されるタブ端子を外部に突出させる挿入孔を有すイ
ンサート用ブスバー保持部品において、該インサート用ブスバー保持部品に、前記ブスバ
ーの屈曲部から離れた位置を係止する係止部材と、前記ブスバーの屈曲部の内側から前記
ブスバーの屈曲部近傍に当接する突出量規制部とを設けることにより、前記ブスバーが、
前記係止部材を支点として前記タブ端子の没入方向に弾性撓み変形可能で

ることを特徴とするものである。
【０００６】
　

　前記ブスバー保持部品の内壁面に、前記ブスバーが挿入される挿入溝が設けられ、前記
係止部材を、前記挿入溝に挿入されたブスバーを係止する係止爪とすることができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態について図面を参照して説明すると、図１はハウジングにインサート
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インサートとしてインサート成形に用いられる、

、インサート成
形時に該タブ端子が金型により押されて、該タブ端子が突出長さの正規位置量より多い量
だけ前記挿入孔に没入し、かつ、該ブスバーの屈曲部と前記突出量規制部とが離間可能な
構造であ

前記インサート用ブスバー保持部品に形状の異なる２種類の前記ブスバーが保持され、
インサート時にそれらの前記タブ端子の突出長さが共に正規位置に統一されるよう位置修
正されるようにすることができる。



成形される前の状態を示すブスバー保持部品の縦断面図、図２はハウジングにインサート
成形されるときのタブ端子の状態を示すブスバー保持部品の縦断面図、図３はインサート
成形されたブスバー保持部品の縦断面図、図４はブスバー保持部品の平面図、図５は図４
のＸ矢視図、図６は図４のＹ矢視図、図７は図６のＺ矢視図である。
本発明の実施例については、ブスバー保持部品Ａが、形状の異なる２種類のブスバー１及
び２を保持する場合について述べるが（図１参照）、１種類或いは３種類以上であっても
よい。
【０００８】
ブスバー１は、端部から上方に屈曲する屈曲部１ａの先端にタブ端子１ｂが設けられ、全
体の形状がほぼＬ字形状に形成されている。
ブスバー２は、端部から僅かに下方に突出するＵ字形状の屈曲部２ａの先端にタブ端子２
ｂが設けられ、全体の形状は屈曲部２ａが下方に膨出した形状のＬ字形状に形成されてい
る（図１参照）。
【０００９】
電気絶縁材であるブスバー保持部品Ａは、複数個のブスバー１及び２を交互に配列して保
持するブスバー保持壁３と、ブスバー保持壁３の右端部から上方に屈曲する連結壁４の側
面に、ハウジングＨにインサート成形される保持部５が延設され、保持部５には、タブ端
子１ｂを外部に突出させる挿入孔６と、タブ端子２ｂを外部に突出させる挿入孔７が設け
られる（図１，図５参照）。
【００１０】
ブスバー保持壁３の内壁面には、ブスバー１を挿入する挿入溝８と、ブスバー２を挿入す
る挿入溝９が交互に配列して設けられ、各挿入溝８には、ブスバー１の屈曲部１ａから離
れた位置に、挿入溝８の両内側面から突出する係止爪１０が設けられる（図６，図７及び
図７の部分拡大図である図８参照）。
【００１１】
この係止爪１０は、ブスバー１が挿入溝８に挿入されるときに弾性変形を伴ってブスバー
１の通過を許容し、ブスバー１が挿入溝８に挿入された後はブスバー１を脱落不能に保持
する係止部材として働く。
ブスバー１は、弾性撓み変形が可能な肉厚に形成されているので、ブスバー１の屈曲部１
ａに下方に外力が作用したときには、係止爪１０を支点として下方に向けて容易に撓み変
形する。
【００１２】
各挿入溝９にも、ブスバー２の屈曲部２ａから離れた位置に同様の係止爪１０が設けられ
る。
ブスバー２は、弾性撓み変形が可能な肉厚に形成されているので、ブスバー２の屈曲部２
ａに下方に外力が作用したときには、係止爪１０を支点として下方に向けて容易に撓み変
形する（図２参照）。
本実施例では、係止部材として係止爪１０を設けたが、ブスバー１及び２の屈曲部１ａ及
び２ａから離れた位置を係止するものであれば、いかなる部品であってもよい。
【００１３】
保持部５の下面には、それぞれのブスバー２の屈曲部２ａに向けて延びる突出量規制部１
１が設けられ、突出量規制部１１の先端面に、屈曲部２ａ近傍が当接する当接溝１２が設
けられる。
ブスバー１に対しては、連結壁４の下端が突出量規制部４ａとなり、挿入溝８の端部が、
屈曲部１ａに当接する当接溝に相当する。
【００１４】
以上のように構成されたブスバー保持部品Ａは、ハウジングＨにインサート成形される前
の状態では、挿入溝８に挿入されたブスバー１は、屈曲部１ａが、連結壁４の下端である
突出量規制部４ａに当接し、屈曲部１ａから離れた位置で係止爪１０に係止され、タブ端
子１ｂの先端は挿入孔６から外方に突出している。
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【００１５】
挿入溝９に挿入されたブスバー２は、屈曲部２ａが、突出量規制部１１の当接溝１２に当
接し、タブ端子２ｂの突出量は、必要とされる正規突出量よりも僅かに大きい最大突出量
になっている。
屈曲部２ａから離れた位置で係止爪１０に係止され、タブ端子２ｂの先端は挿入孔７から
外方に突出している。
タブ端子１ｂ，２ｂの突出量には、製作寸法誤差，取り付け位置の誤差などが集積された
総合誤差により、図１に示すようなばらつき量ｄを生じている。
【００１６】
ブスバー保持部品Ａの保持部５をハウジングＨにインサートすると、タブ端子１ｂ，２ｂ
が、図示しないハウジングＨの成形金型に正規突出量より多い量だけ突き当たる。
ブスバー２がばらつき量ｄだけ突出していた場合には、押されたブスバー２が突出量だけ
弾性撓み変形し、タブ端子２ｂが挿入孔７に没入し、屈曲部２ａが当接溝１２から離れる
（図２参照）。
ブスバー１，２は係止爪１０を支点として容易に撓み変形するので、無理な外力を受ける
ことなく、タブ端子１ｂ，２ｂの突出長さが正規位置に統一されるよう位置修正される。
【００１７】
【発明の効果】
本発明は以上のように構成されているので、ブスバー保持部品がハウジングにインサート
成形されるときに、ハウジングの金型に当たったタブ端子が、正規の位置に修正されるの
で、従来問題となっていたタブ端子の突出長さのばらつきを解決することができた。
従って、部品の精度を厳しく制限する必要はなく、部品の精度向上のために生じる部品製
作費の上昇を避けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ハウジングにインサート成形される前の状態を示すブスバー保持部品の縦断面図
である。
【図２】ハウジングにインサート成形されるときのタブ端子の状態を示すブスバー保持部
品の縦断面図である。
【図３】インサート成形されたブスバー保持部品の縦断面図である。
【図４】ブスバー保持部品の平面図である。
【図５】図４のＸ矢視図である。
【図６】図４のＹ矢視図である。
【図７】図６のＺ矢視図である。
【図８】図６の部分拡大図である。
【符号の説明】
Ａ　　　　　　　ブスバー保持部品
Ｈ　　　　　　　ハウジング
１，２　　　　　ブスバー
１ａ，２ａ　　　屈曲部
１ｂ，２ｂ　　　タブ端子
３　　　　　　　ブスバー保持壁
５　　　　　　　保持部
６，７　　　　　挿入孔
８，９　　　　　挿入溝
１０　　　　　　係止爪（係止部材）
１１　　　　　　突出量規制部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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